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説

問
題
提
起

論

医
師
過
剰
・
医
療
機
関
の
過
剰
、
医
師
優
遇
税
制
の
手
直
し
、
医
療
費
抑
制
策
と
し
て
の
健
康
保
険
の
改
正
(
老
人
保
健
の
有
料
化
、
本

人
の
一
割
負
担
)
、
薬
価
基
準
の
引
下
げ
、
診
療
報
酬
の
伸
び
率
の
低
下
、
等
々
、
医
者
は
儲
か
る
の
神
話
が
く
ず
れ
、
病
院
・
診
療
所
の
倒

産
が
増
え
、
医
療
経
営
は
冬
の
時
代
を
迎
え
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
院
倒
産
と
い
う
現
象
は
、
医
療
事
業
が
営
利
事
業
た
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
ず
(
医
療
法
七
条
四
項
、
一
二
九
条
、
四
二
条
、
五
四
条
)
株
式
会
社
形
態
を
と
り
え
な
い
が
た
め
会
社
更
生
・
会
社
整
理
と
い
っ

た
再
建
手
続
を
利
用
で
き
な
い
と
い
う
倒
産
処
理
法
上
の
瞳
路
を
筆
頭
に
、
様
々
の
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
な
か
で
も
、
「
医
は
仁
術
」
と
聖

域
化
さ
れ
て
い
た
こ
の
世
界
が
、
一
般
企
業
並
み
の
財
産
と
事
業
能
力
す
な
わ
ち
算
術
に
支
え
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
現
実
は
、
多
く

の
人
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
病
院
が
倒
産
し
た
場
合
、
こ
れ
に
対
し
て
信
用
を
供
与
し
て
い
た
債
権
者
の
方
で
は
、
必
死
の
債
権
回
収
行
為
が
始
ま
る
。

こ
れ
が
一
般
企
業
の
倒
産
だ
と
、
債
権
回
収
策
の
一
つ
と
し
て
取
締
役
の
個
人
責
任
(
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
)
の
追
及
を
試
み
る
債

権
者
も
多
い
。
そ
う
す
る
と
、
倒
産
し
た
の
が
病
院
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
じ
よ
う
な
方
法
を
債
権
者
が
思
い
つ
く
の
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
当
該
病
院
事
業
を
運
営
す
る
地
位
に
あ
る
者
の
追
及
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
病
院
が
院
長
の
個
人
開
業
に
成
る
場
合
は
特
に
問

題
が
な
い
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
病
院
が
院
長
等
の
個
人
家
計
と
分
離
し
て
営
ま
わ
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
医
療
事
業
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
個
人
の
家
計
と
切
り
離
し
て
明
確
な
会
計
処
理
を
行
う
べ
く
法
人
形
態
を
と
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
現
に
、
医
療
法
に
よ
り
病
院
を
開
設
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
医
療
法
人
(
医
療
法
三
九
条
以
下
)
の
形
態
を
と

る
病
院
は
か
な
り
の
数
に
な
る
。
く
わ
え
て
、
昭
和
六

O
年
一
二
月
の
医
療
法
改
正
で
、
常
勤
医
師
一
人
の
い
わ
ゆ
る
寸
一
人
医
療
法
人
」

も
設
立
可
能
に
な
り
、
医
療
法
人
の
割
合
が
か
な
り
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
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そ
こ
で
、
倒
産
し
た
医
院
が
医
療
法
人
形
態
を
と
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
運
営
の
任
に
あ
た
る
役
員
が
、
株
式
会
社
や
有
限
会
社
の
取

締
役
・
監
査
役
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
姐
上
に
上
っ
て
こ
よ
う
。
医
療
法
人
の
役
員
と
し
て
現
行
医
療
法
(
四
六
条
の
一
一
)
が
法
定
す
る

の
は
、
理
事
三
人
以
上
と
監
事
一
人
以
上
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
法
人
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
相
当
す
る
よ
う

な
責
任
規
定
は
明
文
上
存
在
せ
ず
準
用
も
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
、
医
療
法
人
も
社
団
法
人
文
は
財
団
法
人
の
特
殊
形
態
で
あ
る
こ
と

に
よ
り
民
法
規
定
が
準
用
さ
れ
る
が
(
医
療
法
六
八
条
)
、
こ
こ
に
も
勿
論
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
よ
う
な
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
医
療
法
人
の
債
権
者
は
、
役
員
の
個
人
財
産
か
ら
満
足
を
う
け
る
手
段
が
な
い
、

と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
を
通
説
の
よ
う
に
、
「
法
は
、
株
式
会
社
が
経
済
社
会
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ

医療法人の倒産と理事の責任

と
、
し
か
も
株
式
会
社
の
活
動
は
そ
の
機
関
で
あ
る
取
締
役
の
職
務
執
行
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
第
三
者
保
護
の
立

場
か
ら
、
:
:
:
取
締
役
が
直
接
に
第
三
者
に
対
し
損
害
賠
償
の
責
に
任
ず
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
」
と
、
株
式
会
社
に
特
有
の
規

定
で
あ
る
と
す
る
と
、
安
易
に
他
の
法
人
へ
の
類
推
を
許
す
べ
き
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
今
日
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
医
療

事
業
と
い
え
ど
も
、
十
分
な
資
産
的
裏
づ
け
と
経
営
的
セ
ン
ス
を
抜
き
に
し
て
は
成
り
立
ち
え
ず
、
否
む
し
ろ
経
済
主
体
と
し
て
の
活
動
性

は
株
式
会
社
を
下
回
る
も
の
で
は
な
く
、
は
た
し
て
役
員
の
責
任
体
制
を
そ
れ
ほ
ど
異
に
す
べ
き
合
理
性
が
あ
る
の
か
疑
問
が
生
じ
て
こ
よ

ぅ
。
も
っ
と
も
、
病
院
の
中
心
人
物
で
あ
る
院
長
に
つ
い
て
は
、
医
師
と
し
て
の
高
度
な
職
業
責
任
、
管
理
者
と
し
て
の
責
任
(
医
療
法
一

四
七
条
)
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
と
し
て
(
医
療
法
四
六
条
の
三
)
の
高
度
な
責
任
を
も
課
す
と
な
れ
ば
、
酷
な
状
況
す

O
条、

一
五
条
、

ひ
い
て
は
、
院
長
と
な
る
医
師
を
萎
縮
さ
せ
た
り
、
開
業
意
欲
を
抑
止
す
る
事
態
に
も
な
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
過
重

か
え
っ
て
国
民
の
最
善
の
医
療
機
会
の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
医
療
法
人
の
役
員
の
責
任
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
を
要
し

よ
う
。
こ
の
問
題
が
争
点
と
な
っ
た
裁
判
例
を
素
材
に
考
え
て
み
た
い
。

ら
生
み
か
ね
な
い
。

な
責
任
で
、

北法39(5-6・1.177)1417 



(
1
)
病
院
と
診
療
所
は
病
床
数
を
基
準
に
(
二

O
床
)
医
療
法
上
ご
条
の
二
)
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
本
稿
で
は
、

要
の
な
い
限
り
、
診
療
所
の
通
称
で
あ
る
医
院
も
含
め
、
病
院
で
代
表
さ
せ
て
使
う
。

(
2
)
か
か
る
問
題
提
起
に
触
発
さ
れ
、
新
堂
幸
司
教
授
を
代
表
と
す
る
病
院
倒
産
法
研
究
会
が
組
織
さ
れ
た
。
筆
者
も
そ
の
一
員
と
し
て
席
上
で
多

く
の
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本
稿
は
同
研
究
会
の
成
果
の
さ
さ
や
か
な
一
部
た
ら
ん
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
文
中
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
個
人
の
責
任
に
帰
す
も
の
で
あ
る
。

(3)
病
院
倒
産
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
河
合
弘
之
「
病
院
・
医
院
の
倒
産
の
実
状
と
病
院
更
生
法
の
立
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八

五
八
号
(
昭
六
二
七

O
頁
、
同
「
病
医
院
倒
産
の
抜
本
策
確
立
へ
|
|
病
院
更
生
法
の
必
要
高
ま
る
」

Z
R
E
W
H
ζ
巴
)
民
〉
戸
一
九
八
六
年
五

月一

O
日
号
一
一
二
頁
、
新
堂
幸
司
「
倒
産
病
院
の
更
生
法
」
幻
世
紀
へ
向
け
て
の
医
学
と
医
療
第
二
巻
(
近
刊
)
所
収
。

(
4
)
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
基
づ
く
取
締
役
の
個
人
責
任
が
会
社
倒
産
時
の
債
権
者
救
済
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
論
者

が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
筆
者
も
か
ね
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
拙
稿
「
会
社
の
倒
産
処
理
と
取
締
役
の
責
任
(
こ
」
法
協
一

O
四
巻
五
号

(
昭
六
二
)
七
六
九
頁
以
下
参
照
。

(
5
)
昭
和
六

O
年
の
医
療
施
設
調
査
概
況
に
よ
れ
ば
、
施
設
別
の
医
療
法
人
数
は
、
九
、
六

O
八
病
院
中
三
、
四
五

O
病
院
、
七
八
、
九
二
七
診
療

所
中
八
七
二
診
療
所
、
四
五
、
五
四

O
歯
科
診
療
所
中
五
七
七
歯
科
診
療
所
と
な
っ
て
い
る
。

(6)
昭
和
六

O
年
改
正
の
中
心
は
、
一
人
医
療
法
人
の
承
認
の
ほ
か
、
①
地
域
医
療
計
画
の
推
進
、
②
医
療
法
人
に
対
す
る
行
政
上
の
監
督
権
の
強

化
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
野
島
康
一
「
医
療
法
改
正
の
概
要
と
経
緯
に
つ
い
て
」
自
由
と
正
義
三
七
巻
四
号
(
昭
六
二
二
四
頁
。

(
7
)
従
来
、
医
療
法
人
は
病
院
の
ほ
か
、
医
師
も
し
く
は
歯
科
医
師
が
常
時
三
人
以
上
勤
務
す
る
診
療
所
の
み
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(
8
)

一
人
医
療
法
人
の
申
請
は
昭
和
六
一
年
一

O
月
一
日
以
降
受
け
付
け
ら
れ
て
お
り
、
厚
生
省
健
康
政
策
局
で
は
、
近
々
、
全
国
で
二
万
機
関
の

医
療
法
人
化
を
予
想
し
て
い
る
。
医
療
タ
イ
ム
ス
社
編
『
厚
生
省
は
い
ま
何
を
考
え
て
い
る
か
』
(
昭
六
二
八
六
頁
。

(9)
こ
の
点
も
昭
和
六

O
年
一
一
一
月
に
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
来
は
、
理
事
一
人
以
上
、
監
事
は
任
意
機
関
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

役
員
の
員
数
を
少
な
く
す
る
方
向
で
柔
軟
化
の
姿
勢
を
示
す
商
法
改
正
と
対
照
的
で
あ
る
(
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
二
の

1
及
び
2
参

照)。

(
叩
)
こ
の
特
別
法
定
責
任
説
は
、

る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

説論

区
別
す
る
必

リ
i
デ
イ
ン
グ
・
ケ

l
ス
で
あ
る
最
判
昭
和
四
四
・
一
一
・
二
六
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
、

一
五

O
頁
で
確
固
た

北法39(5-6・I・178)1418



(
日
)
も
っ
と
も
、
こ
の
体
制
が
昭
和
六

O
年
二
一
月
改
正
で
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
院
長
の
責
任
の
厳
格
化
は
意
識
的
と
も
み
ら
れ

る。

検
討
材
料
と
な
る
裁
判
例
の
紹
介
と
分
析

病
院
倒
産
が
増
加
す
る
中
で
、
遂
に
、
債
権
者
が
医
療
法
人
の
理
事
の
個
人
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
裁
判
例
が
登
場
し
た
。
東
京
地
判

昭
和
六
一
・
九
・
二
ハ
判
夕
六
五
二
号
一
八
六
頁
日
判
時
一
二
五
四
号
九
三
買
が
こ
れ
で
あ
る
。
初
め
て
の
裁
判
例
で
は
あ
る
が
、
決
し
て

特
異
な
事
情
か
ら
本
件
の
よ
う
な
訴
訟
に
至
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
倒
産
の
経
過
と
し
て
は
典
型
的
と
さ
え
言
え
る
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
多
く
の
病
院
倒
産
事
件
に
影
響
を
及
ぽ
し
う
る
裁
判
例
で
も
あ
る
。
な
お
、
本
件
は
、
昭
和
六

O
年
の
医
療
法
改
正
前
の
事
件
で
あ

り
、
役
員
に
関
す
る
規
制
が
現
行
の
と
違
っ
て
い
る
が
、
議
論
の
性
質
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

医療法人の倒産と理事の責任

付
事
実
の
概
要

医
療
法
人
A
の
監
査
役
で
同
法
人
の
実
質
的
経
営
を
任
せ
ら
れ
て
い
た

B
が
振
り
出
し
た
手
形
が
不
渡
り
に
な
っ
た
。
同
手
形
を
割
り
引

き
取
得
し
た

X
(原
告
)
は
、

A
を
被
告
と
し
て
手
形
訴
訟
を
提
起
し
て
勝
訴
判
決
を
得
た
が

A
は
倒
産
し
て
お
り
手
形
金
の
回
収
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、

A
の
理
事
長
で
あ
る
巴
(
被
告
。

B
の
母
)
及
び
平
理
事
で
あ
る
も
(
被
告
。

B
の
兄
)
並
び
に
名
目
的
理
事
で
あ
る
も

(
被
告
。

A
の
元
ア
ル
バ
イ
ト
医
)
に
対
し
て
訴
え
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、

A
法
人
の
理
事
と
し
て

L
L
Lは
B
に
よ
る
本
件
手
形
の
振

り
出
し
を
阻
止
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
怠
っ
た
義
務
違
反
が
あ
る
と
し
て
民
法
七

O
九
条
、
ま
た
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
類
推
適
用

を
根
拠
と
し
て
手
形
金
額
分
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
件
手
形
の
振
出
ま
で
に
は
、
実
は
、
次
の
よ
う
な
「
病
院
倒
産
」
が
背
景
と
し
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
、
ず
、
も
と
も
と
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説

vu
の
夫
で
あ
り
も
・

B
の
父
で
あ
っ
た

C
が
中
心
に
な
っ
て
昭
和
四
三
年
一
月
に
設
立
し
た
医
療
法
人
で
あ
り
、
東
京
都
内
で

医
院
を
経
営
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

C
が
死
亡
し
借
金
が
残
っ
た
の
で
vu
ら
親
子
は
、
借
金
を
整
理
す
る
た
め
右
医
院
を
処
分

し
近
県
S
市
に
分
院
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、

E
信
用
金
庫
か
ら
一
億
一
、
五

O
O万
円
借
入
れ
、
同
信
用
金
庫
所
有
の
建
物

を
借
地
権
つ
き
で
九
、

0
0
0万
円
で
買
い
受
け
、
昭
和
五
六
年
六
月
か
ら
分
院
の
診
療
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
経
営
は
不
調

で
同
年
秋
に
は
も
う

E
信
用
金
庫
へ
の
返
済
に
窮
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、

B
が
本
件
手
形
を
振
り
出
し
た
昭
和
五
七
年
七
月
に
は
、
別

A
法
人
は
、

E命

の
理
事
D
が
振
り
出
し
た

A
法
人
の
手
形
(
融
通
手
形
)
が
、
同
月
四
日
、
二
八
日
と
二
度
の
不
渡
り
と
な
り
、

A
法
人
は
銀
行
取
引
停
止

処
分
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
七
年
八
月
・
九
月
に
診
療
報
酬
の
保
険
金
不
正
請
求
が
発
覚
し
県
の
監
査
が
及
び
同
年
二
一
月
に

は
保
険
医
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ

S
市
分
院
は
閉
鎖
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
閉
鎖
当
時
、
銀
行
関
係
に
一
億
五
、

0
0
0万
円
、
そ
の
他

の
債
権
者
に
二
、

0
0
0万
円
の
負
債
が
あ
り
、
建
物
や
機
械
の
代
金
も
か
な
り
未
払
い
の
上
、
積
極
財
産
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
っ

た。
同

判

旨

vuvH
に
つ
き
請
求
を
認
容
し
た
が
、
れ
に
つ
い
て
は
請
求
棄
却
。

vuvH
に
つ
い
て
は
、
「
A
は
:
・
親
子
三
人
の
医
療
法
人
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
:
・
vuvH
は
理
事
と
し
て

A
の
財
産
状
態
を
認
識
し
え
た

し
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
・
:
本
件
手
形
振
出
時
に
お
け
る

A
の
財
産
状
態
は
、
・
:
極
め
て
窮

迫
し
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
:
・
本
件
手
形
は
不
渡
り
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
・
:
容
易
に
予
測
し
え
た
・
:
。

v
u
L
は
、
・
:
B

が
本
件
手
形
を
振
出
す
の
を
阻
止
し
、
本
件
手
形
の
取
得
者
の
損
害
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
有
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、

v
u
L
は
右
義
務
を
怠
り
、

B
が
本
件
手
形
を
振
出
す
の
を
容
認
し
た
過
失
が
あ
(
り
、
)
・
:
v
u
L
は
連
帯
し
て
本
件
手
形
取
得
に
よ
っ
て
原
告
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に
発
生
し
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

な
お
、
医
療
法
に
商
法
二
六
六
条
の
三
の
よ
う
な
特
別
規
定
が
な
い
以
上
、

v
u
v
u
の
行
為
に
対
し
て
商
法
二
六
六
条
の
三
が
類
推
適
用
さ

れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

V
H
に
つ
い
て
は
、
「
も
は
、
名
目
的
な
理
事
に
す
ぎ
ず
:
・
役
員
報
酬
を
受
け
た
こ
と
も
一
度
も
な
い
こ
と
:
・
ど
の
よ
う
な
手
形
を
振
出
す
か

に
つ
い
て
知
り
う
る
立
場
に
な
く
、
知
り
え
た
と
し
て
も
札
や

B
の
行
為
を
阻
止
す
る
よ
う
な
影
響
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど

も
に

B
の
本
件
手
形
振
出
を
阻
止
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
く
:
・
そ
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

の
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、

戸、、
A

O

や

匂

し

」

日

分

析

本
稿
は
、
右
裁
判
例
の
批
評
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
主
題
に
即
し
た
分
析
を
行
う
に
と
ど
め
る
が
、
本
件
は
多
様
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
件
は
、
財
務
悪
化
時
に
お
い
て
決
済
見
込
み
の
な
い
手
形
が
振
り
出
さ
れ
た
と
い
う
ケ

l
ス
で
そ
れ
を
阻
止
す
べ
き
役
員
の
監
視
義
務

医療法人の倒産と理事の責任

違
反
が
関
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
だ
と
、
法
人
が
会
社
の
場
合
は
、
恐
ら
く
取
締
役
の
第
三
者
に
対
す
る
個
人
責
任

(
商
法
二
六
六
条
ノ
三
、
有
限
会
社
法
三

O
条
ノ
三
)
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
先
ず
、
本
件
を
医
療
法
人
と
い

う
特
殊
性
を
抜
き
に
、
株
式
会
社
・
有
限
会
社
の
例
だ
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

周
知
の
と
お
り
、
監
視
義
務
違
反
は
、
取
締
役
責
任
追
及
の
典
型
パ
タ
ー
ン
と
し
て
非
常
に
多
く
の
裁
判
例
を
数
え
る
。
た
だ
、
一
口
に

監
視
義
務
違
反
と
い
っ
て
も
、
当
該
取
締
役
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
判
断
基
準
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
く
し
く
も
、
本

件
の

L
L
Lが
、
理
事
長
・
平
理
事
・
名
目
的
理
事
で
あ
る
の
に
対
応
し
て
、
取
締
役
の
場
合
も
、
代
表
取
締
役
・
平
取
締
役
・
名
目
的
取
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説

締
役
と
で
区
別
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
代
表
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
会
社
を
代
表
し
て
業
務
執
行
を
行
う
べ
き
存
在
で
あ
る
以
上
、
平
取
締
役
に
経
営
を
ま
か

せ
き
り
に
し
た
り
、
そ
の
不
当
な
行
為
を
阻
止
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
だ
け
で
監
視
義
務
僻
怠
と
し
て
責
任
が
認
め
ら
れ
や
す
く
厳
し

い
結
論
が
出
て
い
る
。
第
二
に
、
平
取
締
役
の
場
合
は
、
会
社
の
業
務
執
行
を
監
査
す
る
地
位
を
占
め
る
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
同
様

の
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
判
昭
和
四
八
・
五
・
二
二
民
集
二
七
巻
五
号
六
五
五
頁
で
は
、
「
取
締
役
会
に
上
程
さ
れ
た
事
柄
に

つ
い
て
だ
け
監
視
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
:
・
必
要
が
あ
れ
ば
取
締
役
会
を
招
集
し
:
・
業
務
執
行
の
適
正
を
期
す
べ
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
第
三
の
名
目
的
取
締
役
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
監
視
義
務
の
憐
怠
を
肯
定
す
る
最
判
昭
和
五
五
・
三
・
一
八
判
時
九
七
一
号
一

O
一

頁
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
会
社
の
経
営
に
一
切
タ
ッ
チ
し
な
い
名
目
的
存
在
は
法
の
予
定
す
る
取
締
役
像
で
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、

名
目
的
と
い
う
だ
け
で
有
責
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
の
立
場
で
あ
れ
、
監
視
義
務
僻
怠
と
い
う
「
不
作
為
」

の
態
様
で
は
、
右
の
よ
う
な
建
前
に
従
っ
て
責
任
を
肯
定
す
る
裁
判
例
と
は
別
に
、
損
害
の
原
因
と
な
っ
た
他
の
取
締
役
の
行
為
(
た
と
え

ば
、
危
機
時
期
の
誤
認
取
引
と
か
決
済
見
込
み
の
な
い
手
形
の
振
出
等
)
を
阻
止
し
う
る
現
実
的
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
重
過
失
を
、
あ
る

い
は
因
果
関
係
を
否
定
す
る
な
ど
の
方
法
で
免
責
す
る
裁
判
例
が
下
級
審
レ
ベ
ル
で
か
な
り
の
割
合
で
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
信
用
を
供
与

す
る
債
権
者
に
し
て
も
恐
ら
く
は
実
質
的
に
経
営
を
行
っ
て
い
る
取
締
役
の
資
力
・
能
力
を
主
と
し
て
当
て
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
会

社
が
倒
産
し
た
か
ら
と
い
っ
て
他
の
員
数
揃
え
の
取
締
役
に
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
事
案
と
の
関
係
で
実
質
的
妥
当
性
を
欠
く
と
い
う
事
情

に
よ
ろ
う
。
平
取
締
役
や
名
目
的
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
責
任
否
定
事
例
が
特
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
右
の
よ
う
な
傾
向
に
照
ら
し
て
、
本
件
の

L
L
v
uは
ど
う
判
断
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
件
で
経
営
上
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の

は
訴
外
B
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
そ
の
母
親
で
あ
る
理
事
長
V
U
は
勿
論
、
平
理
事
と
は
い
え
V
H
も
同
族
経
営
内
の
理
事
と
し
て
責
任
は
免
れ
難

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

V
H
は
、
全
く
の
部
外
者
で
名
目
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
く
、
責
任
を
否
定
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
あ
り

論
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う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

れ
は
一
人
だ
け
医
師
と
い
う
病
院
内
の
専
門
家
で
あ
り
、
微
妙
な
立
場
と
も
言
え
る
。

(
ロ
)
筆
者
は
、
病
院
倒
産
法
研
究
会
の
一
員
と
し
て
、
北
海
道
の
病
院
倒
産
の
実
態
調
査
を
担
当
、
破
産
の
五
件
、
和
議
の
四
件
を
含
め
、
五

O
件

近
く
の
倒
産
病
院
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
も
本
件
は
ご
く
普
通
の
病
院
倒
産
事
件
と
感
じ
る
。
な
お
、
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
別

途
紹
介
の
予
定
で
あ
る
。

(
日
)
リ
1
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ
l
ス
で
あ
る
最
判
昭
和
四
四
・
一
一
・
二
六
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
、
一
五

O
頁
が
ま
さ
に
そ
の
例
で
あ
る
。

(M)
こ
れ
は
、
名
目
的
に
就
任
し
た
非
常
勤
の
社
外
取
締
役
の
監
視
義
務
悌
怠
を
認
め
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。

(
日
)
も
っ
と
も
、
責
任
を
課
す
の
が
酷
と
な
る
実
際
的
背
景
を
無
視
で
き
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
責
任
否
定
の
根
拠
と
す
る

こ
と
に
は
問
題
も
多
い
。
青
竹
正
一
「
最
近
の
判
例
に
み
る
名
目
的
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
」
(
初
出
・
昭
五
五
)
「
続
小
規
模
閉
鎖
会
社
の
法

規
整
』
(
昭
六
三
)
九
九
頁
、
特
に
二
一
四

1
五
頁
参
照
。

(
時
)
当
該
会
社
で
は
名
目
的
で
あ
っ
て
も
、
会
社
経
営
に
実
績
の
あ
る
プ
ロ
で
あ
れ
ば
、
厳
し
い
判
断
が
あ
り
う
る
こ
と
と
対
比
さ
れ
た
い
。

理
事
の
不
法
行
為
責
任

医療法人の倒産と理事の責任

で
紹
介
し
た
裁
判
例
で
は
、
実
は
、
理
事
の
不
法
行
為
責
任
と
い
う
形
で
決
着
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
法
二
六
六

条
ノ
三
の
よ
う
な
規
定
が
あ
く
ま
で
特
殊
な
も
の
で
安
易
な
類
推
適
用
を
許
さ
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
一
般
法
で
あ
る
不
法
行
為
法
に
よ
る

さ
て
、
二
、

対
応
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ト)

決
済
見
込
み
の
な
い
手
形
振
出
と
不
法
行
為

取
締
役
の
第
三
者
責
任
を
め
ぐ
る
論
点
の
一
つ
に
不
法
行
為
責
任
と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ど
ち
ら
が
主
位
的
な
請
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説

求
原
因
に
な
る
か
文
は
並
列
的
で
あ
る
か
は
別
に
し
て
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
第
一
項
に
よ
る
責
任
と
不
法
行
為
責
任
が
選
択
的
に
主
張
さ

れ
る
例
は
稀
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
危
機
時
期
に
お
け
る
取
込
詐
欺
的
事
案
や
、
本
件
の
よ
う
に
法
人
の
資
力
が
悪
化
し
て
苦
し
ま
ぎ
れ

論

に
決
済
見
込
み
の
な
い
手
形
が
振
り
出
さ
れ
た
事
案
な
ど
「
直
接
損
害
型
」
に
つ
い
て
見
受
け
ら
れ
や
す
い
。

本
件
で
、
仮
に

B
が
被
告
と
し
て
責
任
を
追
及
さ
れ
て
い
た
と
し
よ
う
。
株
式
会
社
や
有
限
会
社
で
あ
れ
ば
、
会
社
の
財
産
だ
け
で
履
行

の
責
に
任
ず
る
の
が
原
則
で
あ
る
以
上
、
会
社
の
財
産
だ
け
で
は
到
底
決
済
で
き
そ
う
に
な
い
手
形
を
会
社
名
義
で
振
り
出
す
こ
と
は
、
取

締
役
に
期
待
さ
れ
た
行
為
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
任
務
僻
怠
行
為
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
現
に
、

B
は
既
に

A
法
人
が
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
の
下
で
急
場
の
経
営
資
金
獲
得
の
た
め
振
り
出
し
た
手
形
で
早
晩
不
渡
り
と
な
る
こ
と
が
容
易
に
予
測
し
え
た
も

の
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く

B
の
個
人
責
任
は
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
よ
れ
ば
肯
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
不
法
行
為

責
任
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
断
定
は
し
に
く
い
が
、

B
の
軽
率
さ
は
免
れ
な
い
も
の
の
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
だ
け
の
違
法
性
が
あ
る

よ
う
に
は
思
え
な
い
。
実
際
、
取
引
に
絡
む
事
案
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
と
い
う
の
は
な
じ
み
に
く
い
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
か
な

り
悪
質
で
な
い
と
責
任
は
肯
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
旬
。
ま
し
て
、
本
件
の

1
.
L
Lの
よ
う
に
、
問
題
と
な
る
手
形
の
振
出
に
直
接
関
与

し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
不
法
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
は
相
当
に
無
理
と
一
斉
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
決
済
見
込
み
の
な
い
手
形
を
振
り
山
山
し
た

B
に
つ
い
て
な
ら
ば
と
も
か
く
、

v
u
Lに
つ
い
て
不
法
行

為
責
任
を
認
め
た
結
論
に
は
理
論
的
に
は
疑
問
を
も
っ
。
む
し
ろ
、
実
際
界
の
感
覚
は
、
詐
欺
的
取
引
や
手
形
振
出
に
関
与
し
て
い
な
い
者

に
つ
い
て
の
不
法
行
為
責
任
の
追
及
が
不
自
然
か
つ
困
難
で
も
あ
る
の
で
、
特
別
規
定
で
あ
る
商
法
二
六
六
条
ノ
三
に
よ
り
監
視
義
務
を
も

ち
出
し
て
提
訴
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
件
の
結
論
は
、
文
言
上
は
商
法
二
六
六
条
ノ
三
を
医
療
法
人
の
事
案
に
つ
き
類
推
適
用
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

法
行
為
の
射
程
を
広
げ
実
質
的
に
は
同
条
を
意
識
し
た
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
。
問
題
の
核
心
は
、
や
は
り
同
条
の
類
推
の
如
何
と
い
う
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こ
と
に
な
ろ
う
。

医療法人の倒産と理事の責任

同
公
益
法
人
の
理
事
の
責
任

医
療
法
人
は
、
営
利
事
業
性
を
否
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
(
積
極
的
に
公
益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
)
公
益
法

人
の
一
種
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
も
公
益
法
人
に
関
し
て
現
わ
れ
た
考
え
方
が
参
考
と
な
ろ
う
。

民
法
上
、
理
事
の
責
任
に
関
係
す
る
規
定
と
し
て
は
四
四
条
と
七

O
条
の
ニ
カ
条
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
法
人
の
不
法
行
為
能
力
に
関

す
る
民
法
四
四
条
か
ら
は
、
法
人
が
こ
れ
に
よ
り
不
法
行
為
責
任
を
負
う
場
合
に
、
機
関
で
あ
る
理
事
も
個
人
的
に
責
任
を
問
わ
れ
う
る
と

い
う
一
般
的
可
能
性
以
上
の
こ
と
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
七

O
条
に
よ
り
、
債
務
超
過
発
生
後
の
破
産
申
立
義
務
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
る

損
害
賠
償
が
導
か
れ
、
法
人
の
倒
産
時
に
理
事
を
追
及
す
る
途
を
聞
い
て
い
る
崎
、
自
己
資
本
比
率
が
低
く
債
務
超
過
が
実
務
で
破
産
原
因

(
破
産
法
一
二
七
条
)
と
し
て
機
能
し
て
い
な
同
)
わ
が
国
で
は
、
あ
ま
り
広
い
活
用
を
望
め
そ
う
に
な
い
。
と
な
る
と
、
勿
論
、
公
益
法
人

の
理
事
が
直
接
の
法
律
関
係
に
立
た
な
い
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
規
定
は
な
い
し
、
注
釈
書
で
も
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
類
推
は
否

定
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
問
題
に
な
っ
た
裁
判
例
が
二
つ
存
在
す
る
。

第
一
は
、
『
社
団
法
人
日
本
通
商
振
興
協
会
』
と
い
う
出
版
・
貿
易
斡
旋
を
目
的
と
す
る
社
団
法
人
の
理
事
に
関
す
る

θ
東
京
地
判
昭
和
五

五
・
九
・
二
ハ
判
時
九
九
七
号
一
一
一
二
頁
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
同
法
人
の
理
事
の
一
人
が
、
同
法
人
が
種
子
島
に
石
油
備
蓄
基
地
の
建

設
計
画
を
も
ち
日
本
鋼
管
も
こ
れ
に
協
力
す
る
予
定
で
あ
る
な
ど
と
申
し
向
け
、
そ
の
交
渉
の
過
程
で
原
告
か
ら
二

O
O万
円
を
踊
取
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
法
人
及
び
当
該
理
事
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
た
の
は
当
然
と
し
て
、
他
の
理
事
が
い
か
な
る
責
任
を
負
う

か
で
あ
る
。
原
告
は
、
「
協
会
の
理
事
は
他
の
理
事
の
行
為
に
熟
知
し
、
こ
れ
を
監
視
抑
制
し
、
も
っ
て
協
会
が
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
こ

と
を
防
止
す
る
注
意
義
務
を
負
う
」
と
の
主
張
を
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
「
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
よ
う
な
特
別
規
定
が
な
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説

い
以
上
原
告
主
張
の
よ
う
に
解
す
る
法
律
上
の
根
拠
は
な
く
、
民
法
上
の
法
人
の
理
事
は
、
他
の
理
事
が
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
を

認
識
し
若
し
く
は
認
識
し
得
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を
抑
止
し
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
す
ぎ
な

論

い
」
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
法
上
の
法
人
の
理
事
に
商
法
二
六
六
条
ノ
三
で
問
題
に
な
る
よ
う
な
監
視
義
務
は
な
い
と
し
て
お
り
、

こ
の
点
で
前
述
の
医
療
法
人
の
先
例
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
言
え
る
。
し
か
も
、
こ
の
事
件
で
は
、
た
と
え
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
よ
う
な

規
定
が
な
く
て
も
、
過
失
責
任
成
立
の
一
般
的
可
能
性
は
否
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
も
医
療
法
人
の
例
に
つ
な
が
る
。
結
論
を
異
に
し

た
の
は
、
こ
の
社
団
法
人
の
理
事
達
が
名
目
的
存
在
で
、
詐
術
を
用
い
た
理
事
と
親
族
関
係
に
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
阻
止
す
る
現
実
的
可

能
性
が
な
か
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
第
二
は
、
『
社
団
法
人
日
本
民
宿
組
合
中
央
会
』
と
い
う
民
宿
を
指
導
育
成
す
る
厚
生
大
臣
の
許
可
を
得
て
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人

の
理
事
に
関
す
る
②
東
京
地
判
昭
和
六

0
・
一
一
・
一
五
判
時
一
一
八
三
号
一

O
八
頁
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
同
法
人
の
財
産
状
態
は
悪

化
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
後
に
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
る
)
、
理
事
の
一
人
(
訴
外
)
が
原
告
か
ら
一
、
七
七
五
万
円
相
当
の
商
品
を

代
金
支
払
の
意
思
と
能
力
を
装
っ
て
納
入
さ
せ
た
と
い
う
、
取
込
詐
欺
的
ケ

1
ス
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
原
告
は
ま
さ
に
商
法
二
六
六

条
ノ
三
の
類
推
適
用
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
た
。

θ
事
件
と
同
様
、
こ
れ
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
内

容
の
理
由
を
詳
細
に
示
し
て
お
り
、
注
目
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
先
、
ず
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ

l
ス
で
あ
る
昭
和
四

四
年
最
判
を
引
用
し
同
条
が
あ
く
ま
で
株
式
会
社
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
と
を
述
べ
、
続
け
て
、
「
公
益
社
団
法
人
は
そ
の
性
質
上
そ
の
経

済
社
会
に
お
け
る
地
位
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
こ
と
、
・
:
運
営
に
つ
い
て
は
、
:
・
主
務
官
庁
が
(
設
立
そ

の
他
で
監
督
す
る
関
係
に
あ
る
・
:
カ
ツ
コ
内
筆
者
)
点
か
ら
す
れ
ば
公
益
社
団
法
人
の
業
務
の
運
営
が
株
式
会
社
に
お
け
る
取
締
役
の
ご
と

く
に
理
事
の
み
に
依
存
し
て
い
る
と
は
認
め
難
い
こ
と
、
ま
た
、
右
事
情
か
ら
し
て
、
株
式
会
社
の
場
合
ほ
ど
に
第
三
者
保
護
の
必
要
性
は

認
め
難
い
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
法
は
株
式
会
社
の
取
締
役
以
外
の
取
締
役
あ
る
い
は
理
事
に
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
様
の
責
任
を
負
わ
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せ
る
場
合
に
は
各
法
令
に
個
別
に
規
定
し
て
い
る
・
:
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
公
益
社
団
法
人
に
お
け
る
理
事
の
個
人
責
任
に
つ

い
て
、
民
法
四
四
条
二
項
に
規
定
す
る
以
上
に
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
趣
旨
の
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
相
当
で
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
主
務
官
庁
の
監
督
権
限
と
の
関
係
で
公
益
法
人
の
理
事
と
株
式
会
社
の
取
締
役
の
立
場
を
区
別
し
て
い
る
点
は
、
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
言
え
よ
う
。

実
際
、
準
則
主
義
を
と
り
法
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
設
立
が
承
認
さ
れ
主
務
官
庁
の
監
督
も
ほ
と
ん
ど
な
い
営
利
法
人
と
、
許
可
主
義
又

は
認
可
主
義
を
と
り
主
務
官
庁
の
監
督
・
指
導
が
予
定
さ
れ
る
公
益
法
人
と
で
は
、
そ
の
機
関
の
活
動
に
依
存
す
る
度
合
は
同
じ
で
は
な
か

ろ
う
。
た
だ
、
公
益
法
人
に
対
す
る
主
務
官
庁
の
監
督
の
実
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
全
体
の
数
は
と
も
か
く
、
個
々
の
公
益
法
人
が
個
々
の
株
式
会
社
と
比
べ
て
、
経
済
社
会
に
お
け
る
地
位
が
劣
っ
て
い
る
と
断
定

で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
第
三
者
保
護
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
も
現
実
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
問
題
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
様
の
責
任
を
負
わ
せ
る
場
合
に
明
文
の
規
定
を
置
く
ケ

l
ス
は
別
と
し
て
、
こ
こ
で
問
う
べ
き
こ
と
は
、
現

時
点
で
な
お
、
公
益
法
人
と
そ
の
理
事
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
有
す
る
法
人
と
そ
の
取
締
役
な
り
理
事
と
異
質
で
あ
り
類
推
適
用
を
許
さ
れ

な
い
か
で
あ
ろ
う
。

医療法人の倒産と理事の責任

と
も
あ
れ
、
こ
の

O
の
判
決
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
「
医
療
法
人
の
倒
産
と
理
事
の
責
任
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
の
検
討
事
項
・
方

法
を
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
貴
重
な
意
義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
示
唆
を
う
け
、
次
の
検
討
に
移
ろ
う
。

(
げ
)
比
較
的
事
実
関
係
が
似
て
い
て
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
例
と
し
て
、
大
阪
地
判
昭
和
五
四
・
一

0
・三

O
判
時
九
五
四
号
九
一
頁
、
東
京
地
判
昭

和
五
七
・
三
・
三
一
判
時
一

O
六
一
号
一
一
七
頁
な
ど
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
経
営
判
断
の
範
囲
内
で
手
形
に
よ
る
資
金
調
達
と
し
て
許
さ
れ
る
限
度
で
あ
る
と
し
た
東
京
地

判
昭
和
五
三
・
三
・
二
判
時
九

O
九
号
九
五
頁
も
あ
る
。
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説

(
日
)
詐
欺
的
商
法
が
か
ら
む
よ
う
な
極
端
な
ケ
l
ス
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
大
阪
地
判
昭
和
六

0
・
三
・
一
八
判
時
一
一
六
三
号
八
九
頁
H

判
タ
五
五
六
号
一
七
一
頁
(
金
地
金
の
先
物
売
買
)
、
大
阪
地
判
昭
和
六
一
・
一
一
・
一
二
判
タ
六
四
一
号
一
七

O
頁
(
豊
田
商
事
の
純
金
フ
ァ
ミ

リ
ー
証
券
事
件
)
な
ど
。

(
四
)
山
下
友
信
「
支
払
い
見
込
み
の
な
い
手
形
振
出
と
取
締
役
の
対
第
三
者
責
任
」
上
柳
還
暦
記
念
『
商
事
法
の
解
釈
と
展
望
』
(
昭
五
九
)
二
八
五

頁
、
特
に
二
八
九

1
二
九

O
頁
参
照
。

(
却
)
山
下
・
前
掲
論
文
(
注
目
)
三
九
三
頁
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
、
監
視
義
務
の
僻
怠
と
し
て
責
任
を
認
め
る
か
ど
う
か
裁
判
例
は
分
か

れ
る
。
肯
定
し
た
も
の
と
し
て
、
東
京
地
判
昭
和
五
五
・
一
一
了
一

O
下
民
集
三
二
巻
五

1
八
号
七
六
五
頁
。
否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
東
京
地

判
昭
和
五
六
・
九
・
一
七
判
時
一

O
四
四
号
四
三
四
頁
、
浦
和
地
判
昭
和
五
八
・
六
・
二
九
判
時
一

O
八
七
号
一
三

O
頁
H
判
タ
五
一

O
号
二

O

一頁。

(
れ
)
不
法
行
為
が
成
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
を
根
拠
と
す
べ
き
必
然
性
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
吉
原
和
志
「
会
社
の
責
任
財

産
の
維
持
と
債
権
者
の
利
益
保
護
さ
て
完
)
」
法
協
一

O
二
巻
八
号
(
昭
六

O
)
一
五

0
0
1
一
頁
参
照
。

(
幻
)
い
わ
ゆ
る
「
あ
あ
玉
杯
に
花
〉
つ
け
て
」
事
件
・
大
判
昭
和
七
・
五
・
二
七
民
集
一
一
巻
一

O
六
九
頁
。

(
お
)
会
社
に
つ
き
破
産
申
立
義
務
の
規
定
を
有
す
る
ド
イ
ツ
(
怠
N

〉
存
。
・

2
品。

g
v
z
g
と
違
い
、
わ
が
国
で
は
会
社
に
つ
き
こ
の
種
の
規
定
を

会
社
法
に
置
い
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
に
近
い
内
容
の
義
務
を
根
拠
に
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
責
任
を
認
め
た
判
例
が
あ
る
、
東
京
地
判
昭
和

五
六
・
=
了
二
五
判
時
一

O
五
一
号
一
四
七
頁
。

(
泊
)
こ
の
点
を
商
法
の
貸
借
対
照
表
規
定
と
の
関
係
で
論
証
す
る
も
の
と
し
て
、
安
藤
英
義
「
商
法
貸
借
対
照
表
規
定
の
軟
化
と
そ
の
要
因
」
一
橋

論
叢
七
六
巻
一
号
(
昭
五
こ
四
九
頁
。

(
お
)
『
旧
版
注
釈
民
法

ω』
(
昭
四
九
)
二

O
八
頁
(
藤
原
弘
道
執
筆
)
。

(
却
)
先
に
出
た
判
決
で
あ
る
以
上
や
む
を
得
な
い
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
場
合
で
あ
れ
ば
過
失
責
任
が
成
立
す
る
と
考
え
た
か
、
気
に
な
る
。

(
幻
)
勿
論
、
営
利
法
人
で
も
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
監
督
の
程
度
に
差
異
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、

こ
う
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

(
却
)
公
益
法
人
は
許
可
主
義
(
民
法
三
四
条
)
。
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
認
可
主
義
(
医
療
法
四
四
条
)
。

(
却
)
近
時
、
「
休
眠
法
人
」
、
公
益
性
の
稀
薄
化
な
ど
公
益
法
人
の
イ
メ
ー
ジ
・
ダ
ウ
ン
が
指
摘
さ
れ
(
森
泉
章
「
公
益
法
人
法
制
の
現
況
と
あ
り
か

論
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た
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七

O
号
(
昭
六
二
一
五
頁
)
、
そ
の
指
導
監
督
の
適
正
化
が
要
請
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
(
橋
本
哲
曙
「
公
益
法
人
の
指
導

監
督
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七

O
号
(
昭
六
二
二
六
頁
)
。

(
却
)
建
前
は
と
も
か
く
、
公
益
事
業
を
行
う
に
は
財
産
が
必
要
で
あ
る
し
、
副
業
的
に
収
益
事
業
を
行
う
こ
と
も
否
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
近

時
は
、
公
益
事
業
と
収
益
事
業
の
主
従
が
逆
転
し
て
い
る
公
益
法
人
が
少
な
く
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

(却

a)
脱
稿
後
、
@
判
決
の
評
釈
、
出
口
正
義
「
公
益
社
団
法
人
の
理
事
と
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
類
推
適
用
」
(
商
判
研
)
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
六
号

(
平
元
)
一

O
六
頁
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四

医
療
法
人
の
理
事
の
責
任
の
あ
り
方

医
療
法
人
の
理
事
が
第
三
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負
う
の
か
。
従
来
、
営
利
目
的
を
禁
じ
ら
れ
、
公
益
法
人
の
一
種
で
あ
る
医

療
法
人
に
つ
い
て
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
よ
う
な
特
別
規
定
の
不
存
在
に
疑
問
を
も
つ
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
、
病
院
倒
産
の
増
加
が
も
た
ら
し
た
現
代
的
課
題
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
今
日
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
が
あ
く
ま
で
株
式
会
社
に
特

有
の
規
定
で
あ
る
の
か
検
証
を
要
し
よ
う
。

医療法人の倒産と理事の責任

(一)

各
種
団
体
役
員
の
対
第
三
者
責
任

最
判
昭
和
四
四
・
一
一
・
二
六
が
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
を
、
言
わ
ば
株
式
会
社
の
取
締
役
に
特
有
な
規
定
で
あ
る
か
の
知
く
説
示
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
な
に
ゆ
え
物
的
資
本
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
の
取
締
役
が
第
三
者
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
必
要
が
あ
る
の
か
を

こ
そ
明
確
に
す
る
も
の
の
、
他
の
法
人
と
比
べ
株
式
会
社
を
特
殊
化
し
す
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
規

定
は
、
株
式
会
社
以
外
に
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
物
的
資
本
会
社
と
し
て
有
限
会
社
に
規
定
が
あ
る
の
は
当
然
と

し
て

(
有
限
会
社
法
三

O
条
ノ
三
)
、
実
は
、
以
下
の
各
種
の
団
体
に
つ
い
て
広
く
同
趣
旨
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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説

先
ず
、
裁
判
例
も
既
に
存
在
し
、
恐
ら
く
は
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
同
じ
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も

の
と
し
て
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
(
同
法
三
八
条
ノ
二
第
二
項
。
判
例
と
し
て
、
最
判
昭
和
三
四
・
七
・
二
四
民
集
一
三
巻
八
号
一
一
五

六
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
九
・
五
・
七
金
商
七
一
二
号
ニ

O
頁
)
、
農
業
協
同
組
合
(
同
法
三
一
条
ノ
二
第
三
項
。
判
例
と
し
て
、
広
島
高
松

舌A
0"" 

江
支
判
昭
和
四
八
・
三
・
二
ハ
判
時
七

O
三
号
四
七
頁
、
仙
台
高
判
昭
和
五
三
・
四
・
一
二
高
民
集
三
一
巻
三
号
四
六
七
頁
)
、
森
林
組
合
(
同

法
四
六
条
三
項
。
な
お
、
昭
和
五
三
年
以
前
は
森
林
法
一

O
六
条
ノ
二
第
三
項
。
判
例
と
し
て
、
前
橋
地
高
崎
支
判
昭
和
四
七
・
八
・
二
四

判
時
六
七
九
号
七
四
頁
)
、
水
産
業
協
同
組
合
(
同
法
三
五
条
ノ
二
第
三
項
。
判
例
と
し
て
、
福
岡
高
判
昭
和
五
五
・
七
・
二
九
判
タ
四
二
九

号
一
三
ニ
頁
)
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
件
の
内
容
と
し
て
も
、
株
式
会
社
・
有
限
会
社
に
関
す
る
も
の
と
全
く
変
わ
ら
な
い
。

他
に
同
趣
旨
規
定
を
も
つ
も
の
を
探
し
て
み
る
と
、
事
業
協
同
組
合
・
信
用
協
同
組
合
・
商
工
組
合
等
に
関
し
て
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
を
準
用
す
る
も
の
と
し
て
、
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
(
四
条
、
四
七
条
)
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
環
境
衛
生
同
業
組
合
に

つ
き
、
環
境
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
(
三
四
条
二
項
)
、
土
地
改
良
区
に
つ
き
、
土
地
改
良
法
(
一
九
条
ノ
二
第
三

項
)
の
規
定
が
あ
り
、
信
用
金
庫
法
(
三
五
条
二
項
)
・
労
働
金
庫
法
(
三
七
条
二
項
)
に
も
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
保
険
会
社
に
つ
い
て

は
商
法
の
準
用
が
あ
り
(
保
険
業
法
六

O
条
で
準
用
さ
れ
る
中
に
二
六
六
条
ノ
三
も
含
ま
れ
る
)
、
商
品
取
引
所
法
に
も
類
似
の
規
定
が
存
在

す
る
。と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
と
類
似
の
組
織
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
趣
旨
の
規
定
を
も
た
な
い
も
の
が
存

在
す
る
。
つ
ま
り
、
消
費
生
活
協
同
組
合
や
労
働
組
合
に
つ
い
て
は
同
趣
旨
の
規
定
が
な
い
。
か
え
っ
て
、
こ
の
両
組
合
は
、
理
事
に
関
し

て
は
民
法
の
規
定
を
準
用
す
る
扱
い
に
な
っ
て
い
る
(
消
費
生
活
協
同
組
合
法
四
二
条
、
労
働
組
合
法
一
二
条
)
。
た
し
か
に
、
こ
の
二
つ
は
、

一
般
国
民
あ
る
い
は
労
働
者
と
い
っ
た
一
番
弱
い
立
場
に
あ
る
者
を
組
合
員
と
予
定
す
る
な
ど
、
先
に
挙
げ
た
諸
国
体
と
異
な
る
意
味
合
い

を
読
み
と
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
事
業
主
体
と
し
て
相
当
肥
大
化
し
た
こ
れ
ら
二
組
合
を
散
見
で
き
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
扱
い
を
異
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に
す
る
根
拠
も
薄
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
証
券
取
引
所
法
が
類
似
規
定
を
も
た
ず
、
こ
の
限
り
で
商
品
取
引
所
法
と
違
っ

て
い
る
合
理
的
説
明
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
医
療
法
人
と
最
も
類
似
す
る
と
こ
ろ
の
、
学
校
法
人
・
宗
教
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
と
い
っ
た
「
特
別
法
型
公
益
法

人
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
医
療
法
人
同
様
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
趣
旨
の
規
定
は
な
く
(
私
立
学
校
法
・

宗
教
法
人
法
・
社
会
福
祉
事
業
法
)
、
そ
の
意
味
で
、
本
稿
の
主
題
と
全
く
同
じ
問
題
が
内
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。
現
に
、
こ
れ
ら
法
人
と

て
も
、
い
ず
れ
も
病
院
経
営
を
行
う
例
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
決
し
て
倒
産
か
ら
自
由
で
は
あ
り
え
な
い
。
今
日
、
こ
れ
ら
が
(
建

前
と
し
て
は
)
副
業
的
に
で
は
あ
れ
営
む
収
益
事
業
の
実
態
は
否
定
す
べ
く
も
な
く
、
こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
改
め
て
理
事
の
責
任
の
あ
り

医療法人の倒産と理事の責任

方
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
各
種
の
団
体
が
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
か
を
通
観
し
た
。
既
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
ご
と

き
規
定
は
決
し
て
株
式
会
社
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
同
趣
旨
規
定
の
存
在
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
種
の
規
定
を
置
く
か

否
か
の
絶
対
的
基
準
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
団
体
・
法
人
に
つ
き
、
右
規
定
の
類
推
適
用
を
考
え
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
立
法
論
を
模
索
す
る
こ
と
も
自
然
の
事
理
と
言
え
よ
う
。

い
よ
い
よ
医
療
法
人
に
的
を
絞
っ
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
段
に
な
ろ
う
。

と
な
る
と
、

同
医
療
法
人
と
理
事

医
療
事
業
が
巨
大
化
し
た
今
日
、
た
と
え
個
々
の
医
療
機
関
で
あ
れ
、
事
業
主
体
と
し
て
、
経
済
社
会
で
の
影
響
力
を
無
視
し
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
昭
和
五
九
年
一
一
月
調
的
に
よ
る
と
、
平
均
す
る
と
、
月
当
た
り
、
医
療
法
人
病
院

の
医
業
収
入
は
六
、
一
三
四
万
円
で
医
業
費
用
は
五
、
八
八
七
万
円
、
個
人
立
の
有
床
診
療
所
で
各
々
八
一
八
万
円
と
五
六
九
万
円
、
と
な
っ
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説

て
お
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
株
式
会
社
に
見
劣
り
し
な
い
。
当
然
、
取
引
相
手
と
し
て
、
金
融
関
係
、
薬
品
業
者
、
建
設
会
社
、
医
療
機
器
関

係
と
い
っ
た
与
信
者
の
存
在
を
予
定
で
き
る
。
は
た
し
て
、
彼
ら
は
、
与
信
先
が
医
療
法
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
監
督
官
庁
の
指
導
監

督
に
安
ん
じ
、
個
々
の
理
事
の
活
動
ひ
い
て
は
経
営
責
任
と
い
っ
た
こ
と
を
等
閑
に
付
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
そ
う
で
は
あ
る

ま
い
。
商
法
二
六
六
条
ノ
三
が
わ
が
国
の
取
引
社
会
で
、
法
人
格
否
認
の
法
理
に
代
替
し
第
三
者
保
護
手
段
と
し
て
の
現
実
的
機
能
を
担
っ

た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
株
式
会
社
は
有
限
責
任
原
則
を
享
受
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
資
本
的

基
盤
が
脆
弱
に
す
ぎ
る
上
、
会
社
の
計
算
関
係
の
公
開
性
を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
勢
い
会
社
が
倒
産
し
そ
こ
か
ら
満
足
を
受
け
ら
れ

な
い
債
権
者
は
取
締
役
の
個
人
資
産
を
も
責
任
財
産
視
し
て
追
及
に
走
る
。
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
右
の
よ
う
な
事

情
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
医
療
法
人
は
本
来
は
近
代
的
で
合
目
的
的
な
経
営
体
制
を
確
保
す
る
た
め
創
設
さ
れ
た
制
度
な
は
ず

で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
法
人
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
か
を
吟
味
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

①
医
療
法
人
の
設
立
基
準
法
人
と
し
て
医
療
事
業
を
行
う
の
に
相
当
の
資
産
を
有
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
(
医
療
法
四
一
条
て
ど

の
よ
う
な
規
制
が
あ
る
の
か
。
医
療
法
施
行
規
則
三

O
条
の
二
八
は
、
病
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
医
療
法
人
に
つ
き
、
資
産
総
額
の
二

O

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
自
己
資
本
を
有
す
る
こ
と
と
い
う
基
準
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
程
度
、
法
人
の
安
定
性
・
継
続
性
は
確

保
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
医
療
法
人
の
最
低
資
本
金
を
定
め
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
病
院
と
い
っ
て
も
相
当
に
格
差
が

あ
る
の
で
や
む
を
え
ず
、
む
し
ろ
規
模
を
問
わ
ず
統
一
的
規
制
の
可
能
な
右
規
制
も
合
理
的
と
言
え
よ
う
が
、
寸
病
院
を
開
設
」
と
あ
る
と
こ

ろ
に
注
意
を
要
す
る
。
改
正
後
、
法
人
化
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
診
療
所
に
は
、
こ
の
規
制
は
及
ん
で
い
な
い
。
た
だ
、
病
院
で
あ
れ
診
療
所

で
あ
れ
、
新
設
の
場
合
は
、
二
カ
月
分
以
上
の
運
転
資
金
を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、
理
事
等
の
個
人
財
産
と
法
人
財
産
を
別
個
の
も
の
に
す
る
体
制
が
一
応
は
整
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
未
だ
不
十

分
な
も
の
と
言
う
ほ
か
あ
る
ま
い
。

E命
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②
医
療
法
人
の
機
関
改
正
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
理
事
三
人
以
上
及
び
監
事
一
人
が
必
置
と
な
っ
た
。
理
事
数
を
そ
れ
以
下
に
す
る
に

は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
要
す
る
(
医
療
法
四
六
条
の
二
第
一
項
)
。
こ
の
よ
う
に
、
一
定
の
員
数
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
法
人
と
し
て
、

そ
の
健
全
な
運
営
を
は
か
る
上
で
き
わ
め
て
合
理
的
な
反
面
、
会
社
で
の
実
態
が
教
え
る
よ
う
に
員
数
揃
え
の
名
目
的
な
存
在
を
防
ぎ
き
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
い
で
、
医
療
法
人
を
代
表
し
そ
の
業
務
を
総
理
す
る
「
理
事
長
」
が
制
度
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
を
理
事
長
に
裾

え
る
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
(
医
療
法
四
六
条
の
三
)
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
医
療
法
人
が
医
療
事
業
を
営
む
も
の
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
、
病
院
・
診
療
所
の
管
理
者
(
同
法
一

O
条
に
よ
り
当
然
医
師
で
あ
る
が
)
を
必
ず
理
事
に
加
え
る
べ
き
旨
定
め
ら
れ
て
い
る

法
四
七
条
)
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
当
該
医
療
法
人
の
中
心
人
物
で
あ
る
医
師
が
院
長
日
理
事
長
と
な
っ
た
「
医
療
と
経
営
の
責
任
の
一
致
」
体

制
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
た
め
、
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
ポ
ス
ト
に
就
く
医
師
に
は
多
重
的
な
責
任
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ

医療法人の倒産と理事の責任

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
こ
の
理
事
長
に
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
よ
う
な
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
は
酷
な
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
右
の
理
事
長
、
院
長
規
定
に
も
例
外
が
容
認
さ
れ
て
い
る
点
で
徹
底
さ
に
欠
け
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
知
事
の
認
可
で
、

非
医
師
を
理
事
長
と
し
(
四
六
条
ノ
三
第
一
項
た
だ
し
書
)
、
管
理
者
を
理
事
に
加
え
な
い
こ
と
(
四
七
条
一
項
た
だ
し
書
)
、
が
可
能
で
あ

る
。
運
用
次
第
で
は
ザ
ル
法
の
危
険
も
あ
る
。

そ
の
他
、
機
関
に
関
し
て
は
、
民
法
規
定
の
準
用
と
な
る
が
、
医
療
法
人
の
正
常
な
運
営
に
当
た
っ
て
規
定
の
不
備
は
免
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
理
事
会
に
関
す
る
定
め
等
が
も
っ
ぱ
ら
定
款
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
理
事
が
、
理
事
長
の
監
視
等
そ
の
職
務
を
遂
行

す
る
ル

i
ト
が
不
明
確
な
ま
ま
責
任
の
み
を
問
わ
れ
る
と
い
う
の
で
は
片
手
落
ち
と
な
っ
て
し
ま
お
う
。
も
っ
と
も
、
規
定
が
な
い
か
ら
医

療
法
人
の
理
事
は
責
任
を
負
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
勿
論
な
く
、
ど
ん
な
法
人
の
理
事
で
あ
れ
義
務
と
責
任
が
伴
う
べ
き
は
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

(同
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説

③
医
療
法
人
の
指
導
監
督
体
制
前
掲
の
東
京
地
判
昭
和
六

0
・
一
一
・
一
五
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
と
公
益
法
人
と
で
は
、
そ
の
主
務
官

庁
の
指
導
監
督
体
制
の
違
い
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
医
療
法
人
も
公
益
法
人
の
一
種
と
し
て
主
務
官
庁
の
監
督
下
に
あ
り
、
か
っ
、
六

O
年

改
正
で
こ
の
点
の
強
化
が
あ
っ
た
。

論

医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
原
則
的
な
主
務
官
庁
で
あ
る
が
、
複
数
の
都
道
府
県
に
病
院
等
を
開
設
す
る
医
療
法
人
の
場

合
は
厚
生
大
臣
が
所
掌
す
る
。
設
立
認
可
の
際
に
、
前
述
の
基
準
で
資
産
要
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
ほ
か
、
様
々
の
指
導
監
督
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
医
療
法
人
の
業
務
も
し
く
は
会
計
が
法
令
、
知
事
の
処
分
、
定
款
も
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
」
又

は
「
運
営
が
著
し
く
適
正
を
欠
く
疑
い
」
に
基
づ
き
、
立
入
検
査
権
限
が
主
務
官
庁
に
与
え
ら
れ
て
い
る
(
医
療
法
六
三
条
)
。
こ
れ
に
よ
り
、

少
な
く
と
も
医
療
事
業
外
行
為
や
そ
こ
へ
の
資
金
流
用
な
ど
が
検
査
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
第
二
に
、
現
に
、
違
反
・
不
適
正
が
認
め
ら
れ
る

と
き
、
改
善
命
令
・
業
務
停
止
命
令
が
な
さ
れ
、
役
員
の
解
任
勧
告
も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(
同
法
六
四
条
)
。
さ
ら
に
窮
極
的
手
段

と
し
て
、
第
三
に
、
法
令
違
反
が
あ
る
場
合
に
は
、
設
立
認
可
の
取
消
も
行
わ
れ
う
る
(
同
法
六
六
条
)
。
な
お
、
こ
の
第
二
、
第
三
の
措
置

に
際
し
て
は
、
「
都
道
府
県
医
療
審
議
会
」
の
意
見
を
あ
ら
か
じ
め
聴
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
同
審
議
会
も
、
六

O
年
改
正
法
で
新
設
さ
れ

た
も
の
で
、
医
師
・
学
識
経
験
者
・
住
民
代
表
等
に
よ
り
医
療
供
給
体
制
等
重
要
事
項
を
審
議
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る

(
同
法
七
一

条
の
二
)
。

建
前
と
し
て
は
、
厳
格
な
指
導
監
督
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
問
題
は
そ
の
運
用
如
何
に
あ
ろ
う
。
従
来
の
経
緯
か
ら

み
て
、
一
般
の
公
益
法
人
に
比
べ
て
も
、
未
だ
主
務
官
庁
に
よ
る
指
導
監
督
は
弱
い
も
の
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
従
来
か
ら
、
医

療
法
人
は
、
毎
年
、
都
道
府
県
知
事
に
決
算
の
届
け
出
義
務
が
あ
る
上
(
同
法
五
一
条
)
、
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・
収
支
計
算
書
を
事
務

所
に
備
え
置
き
債
権
者
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
(
同
法
五
二
条
)
、
こ
う
し
た
公
表
資
料
か
ら
医
療
法
人
の
経
営
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
難
し
い
の
が
現
実
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
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以
上
か
ら
、
主
務
官
庁
の
指
導
監
督
と
い
っ
て
も
決
し
て
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
計
算
の
公
開
も
役
員
の
責
任
法
理
を
決
定
づ
け
る
ほ

ど
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
医
師
の
個
人
会
計
と
病
院
の
会
計
を
分
離
し
近
代
的
経
営
の
第
一
歩
と
な
る
は
ず
の
医
療
法
人

制
度
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
税
務
上
の
利
点
の
み
強
調
さ
れ
て
い
る
か
の
印
象
を
拭
え
な
い
。
現
在
の
状
況
下
で
医
療
法
人
を
見
る
限
り
、
事

業
主
体
と
し
て
株
式
会
社
に
劣
ら
な
い
上
、
主
務
官
庁
と
の
関
係
で
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
郁
)
い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
料
。
)

医療法人の倒産と理事の責任

(
訂
)
否
む
し
ろ
、
最
高
裁
レ
ベ
ル
で
は
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
に
関
し
て
先
に
判
例
が
出
て
、
商
法
判
例
を
リ
ー
ド
し
た
と
も
み
れ
る
。
同
旨
、

近
藤
弘
二
・
法
協
七
七
巻
三
号
(
昭
三
五
)
三
六
八
頁
(
最
判
昭
和
三
四
・
七
・
二
四
民
集
二
ニ
巻
八
号
一
一
五
六
頁
の
評
釈
)
。

(
幻
)
こ
れ
ら
の
事
件
だ
け
の
傾
向
を
云
々
し
て
も
無
意
味
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合
の
事
件
が
、
三
四
年
最
判
で
融
通
手
形
を
振

り
出
し
た
理
事
は
有
責
・
そ
の
他
は
免
責
、
五
九
年
東
京
地
判
で
免
責
に
な
っ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
各
組
合
の
理
事
の
監
視
義
務
違
反
を
認
め
有

責
と
な
っ
て
い
る
。

(
お
)
商
品
取
引
所
法
六

O
条
の
二
第
二
項
だ
け
は
、
法
令
定
款
違
反
に
つ
き
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
「
職
務
を
行
う
に

っ
き
悪
意
文
は
重
大
な
過
失
」
と
す
る
他
の
法
律
と
様
相
を
多
少
異
に
し
て
い
る
。

(
却
)
と
り
わ
げ
社
会
福
祉
法
人
病
院
は
相
当
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
老
人
ホ
ー
ム
と
併
設
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
く
、
病
院
倒
産
の
延
長
上

に
あ
る
。
筆
者
が
担
当
し
た
北
海
道
の
実
態
調
査
例
の
中
に
も
社
会
福
祉
法
人
絡
み
の
事
件
が
あ
る
(
さ
し
あ
た
り
、
中
里
憲
保
「
個
人
病
院
倒

産
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
時
代
」
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
一
九
八
八
年
二
月
号
二
六
五
頁
、
北
海
道
新
聞
昭
和
六
三
年
九
月
四
日
付
参
照
)
。

(
お
)
と
り
わ
け
、
就
学
人
口
の
頭
打
ち
な
ど
で
学
校
法
人
の
不
況
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
競
売
に
付
さ
れ
た
札
幌
市
内
の
幼
稚
園
(
北

海
道
新
聞
昭
和
六
二
年
一

O
月
二
九
日
付
)
・
和
議
で
処
理
さ
れ
た
函
館
市
内
の
幼
稚
園
(
認
可
決
定
は
官
報
昭
和
五
九
年
一
一
月
五
日
)
苫
小
牧

市
の
学
校
法
人
(
認
可
決
定
は
官
報
昭
和
五
七
年
一
一
月
二
六
日
)
・
和
議
申
立
て
(
北
海
道
新
聞
昭
和
五
九
年
五
月
二
三
日
付
)
そ
の
後
の
再
建

の
不
調
に
基
づ
く
競
売
申
立
(
北
海
道
新
聞
昭
和
六
三
年
一
一
月
三
日
付
)
と
混
乱
が
続
く
釧
路
市
内
の
専
門
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
を
身
近
で
知

り
得
た
。
な
お
、
「
大
学
倒
産
時
代
」

D
I
M
E
昭
和
六
三
年
二
月
一
八
日
号
二
ニ
頁
、
一
九
八
八
年
二
月
一
二
日
付
朝
日
新
聞
寸
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
経
済
・
構
造
不
況
業
種
幼
稚
園
」
、
昭
和
六
三
年
二
一
月
一
九
日
付
北
海
道
新
聞
「
経
営
苦
募
る
私
立
幼
稚
園
」
参
照
。

(
お
)
中
医
協
・
医
療
経
済
実
態
調
査
・
日
本
医
事
新
報
三
二
四
八
号
(
昭
六
二
一
四
二
頁
参
照
。
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説

(
幻
)
『
新
版
注
釈
会
祉
法
附
』
(
昭
ム
合
己
三

O
一
頁
〔
龍
田
節
執
筆
〕
。

(
お
)
経
営
の
近
代
化
・
安
定
化
の
た
め
医
療
機
関
の
医
療
法
人
化
は
き
わ
め
て
有
意
義
と
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
省
・
医
業
経
営
の
近
代
化
・
安
定
化

に
関
す
る
懇
談
会
『
報
告
書
』
(
原
版
の
複
写
)
(
昭
和
六
二
年
九
月
二
四
日
)
三
頁
、
一
一
頁
参
照
。

(
却
)
以
下
、
医
療
法
の
予
定
す
る
医
療
法
人
像
と
、
商
法
が
又
は
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
が
予
定
す
る
会
社
像
を
比
べ
る
こ
と
が
、
取
締
役

の
第
三
者
責
任
規
定
を
前
者
に
類
推
な
い
し
導
入
を
検
討
す
る
に
つ
き
有
益
で
あ
ろ
う
。

(
叫
)
い
わ
ゆ
る
最
低
資
本
金
の
問
題
で
あ
る
。
会
社
法
で
も
、
こ
の
点
の
定
め
が
い
ろ
い
ろ
な
所
に
影
響
を
与
え
る
。

(
H
M
)

病
床
数
に
よ
る
病
院
の
最
低
基
準
(
ニ

O
床
)
が
あ
る
以
上
、
最
低
資
本
金
の
発
想
は
不
可
能
で
は
な
い
。
株
式
会
社
と
有
限
会
社
で
分
け
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
一
の
却
(
最
低
資
本
金
)
。

(
必
)
わ
ず
か
に
、
医
療
法
人
の
土
地
、
建
物
等
は
法
人
が
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
、
厚
生
省
通
達
・
健
政
発
第
四

一
O
号
(
昭
和
六
一
年
六
月
二
六
日
)
第
1
の
1
ω
。

(
日
)
厚
生
省
通
達
(
注
位
)
第
1
の
1
刷。

(
判
)
こ
の
例
外
も
常
勤
医
が
二
名
以
下
の
診
療
所
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
も
理
事
二
人
以
上
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
、

厚
生
省
通
達
(
注
目
悩
)
第
l
の
4
0

(
時
)
改
正
前
、
非
医
師
に
よ
る
病
院
経
営
に
問
題
が
多
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
、
保
阪
正
康
『
病
院
倒
産
』
(
昭
六

O
)
特
に
七
八
頁
以
下
。

北
海
道
調
査
で
も
、
自
分
の
会
社
の
資
金
繰
り
の
た
め
に
病
院
を
開
設
し
た
り
、
資
産
家
の
素
人
が
財
テ
ク
の
つ
も
り
で
開
設
し
て
、
い
ず
れ
も

倒
産
し
た
ケ
l
ス
が
あ
る
。
な
お
、
「
医
療
と
経
営
の
責
任
の
一
致
」
が
制
度
化
さ
れ
た
も
の
の
、
今
日
、
医
療
産
業
へ
の
一
般
ビ
ジ
ネ
ス
資
本
の

参
入
と
い
う
既
成
事
実
は
否
定
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
六

O
年
の
医
療
法
改
正
に
際
し
て
、
自
由
開
業
医
制
に
紙
触
す
る
地
域
医
療
計
画
、

医
療
の
浄
化
に
役
立
つ
医
療
法
人
制
度
、
と
い
う
こ
と
で
、
医
師
会
に
も
賛
否
に
険
路
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
久
塚
純
一
「
医
療
法
の
改
正
と

社
会
保
障
医
療
」
(
北
九
州
大
学
)
法
政
論
集
一
四
巻
二
号
(
昭
六
二
二
一
一
頁
、
特
に
一
二
九
頁
以
下
。

(
必
)
非
医
師
理
事
長
は
、
前
理
事
長
が
死
亡
文
は
重
病
の
と
き
で
子
女
が
医
学
生
で
あ
る
と
い
う
場
合
に
配
偶
者
が
当
面
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
就
任

す
る
よ
う
な
ケ

1
ス
、
管
理
者
の
理
事
不
就
任
は
、
離
島
に
置
か
れ
た
分
院
と
い
っ
た
ケ
l
ス
、
を
各
々
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
通
達

で
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
(
厚
生
省
通
達
(
注
必
)
第
1
の
5
凶
、
第
1
の
6
参
照
)
。

(
幻
)
こ
の
点
が
改
正
の
眼
目
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
医
療
法
人
実
務
書
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
吉
本
光
一
日
上
子
秋
伸
『
こ
れ

論
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か
ら
の
病
・
医
院
経
営
』
(
昭
六
二
)
五
八
頁
、
優
和
公
認
会
計
士
共
同
事
務
所
編
『
わ
か
り
や
す
い
一
人
医
療
法
人
』
(
昭
六
二
二
頁
、
二
九

頁
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
『
一
人
医
療
法
人
の
設
立
と
運
営
』
(
昭
六
三
)
二
七
頁
。

(
紛
)
医
療
法
六
八
条
の
二
、
医
療
法
施
行
規
則
三
九
条
の
二
(
い
ず
れ
も
六

O
年
改
正
に
よ
る
)
。
病
院
の
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
生
き

残
り
策
と
し
て
病
院
の
系
列
化
・
チ
ェ
ー
ン
化
が
進
み
多
地
域
病
院
が
増
え
て
い
る
現
在
、
こ
れ
ら
を
監
督
す
る
の
に
都
道
府
県
単
位
で
は
不
十

分
と
な
る
の
で
、
こ
の
改
正
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
。
な
お
、
チ
ェ
ー
ン
化
に
よ
る
病
院
革
命
が
わ
が
国
の
風
土
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
見
解
も
あ
る
。
二
木
立
『
医
療
経
済
学
』
(
昭
六

O
)
二
O
九
1
一
O
頁。

(ω)
病
院
倒
産
法
研
究
会
の
席
上
、
公
認
会
計
士
、
県
職
員
に
よ
る
同
旨
の
発
言
を
聞
い
た
。
現
に
、
こ
の
点
は
、
最
大
の
病
院
倒
産
で
あ
る
山
梨

動
医
協
(
昭
和
五
八
年
。
和
議
。
負
債
総
額
二
二
六
億
円
)
の
例
か
ら
も
十
分
推
測
で
き
る
。

(
印
)
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
二
の
ロ
参
照
。

(
日
)
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
ゆ
え
営
利
目
的
禁
止
を
は
ず
し
て
病
院
の
株
式
会
社
化
を
容
認
す
べ
き
か
否
か
は
、
ま
だ
慎
重
な
検
討
を
要
し
よ
う
。

(日

a)
脱
稿
後
、
北
海
道
で
は
再
び
病
院
倒
産
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
に
絡
む
主
務
官
庁
の
立
入
検
査
の
実
例
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
平

成
元
年
三
月
倒
産
の

N
病
院
に
つ
き
各
新
聞
紙
、
同
五
月
に
経
営
危
機
が
表
面
化
し
た

S
病
院
に
つ
き
各
新
聞
紙
。

五

結
語

医療法人の倒産と理事の責任

本
稿
の
テ

l
マ
は
、
近
時
の
病
院
倒
産
の
増
大
が
も
た
ら
し
た
ア
イ
ナ
!
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
は
医
療
法
人
制
度
の
根
幹
に
も
か

か
わ
る
側
面
を
有
す
る
。
法
人
で
あ
る
以
上
、
そ
の
構
成
員
は
勿
論
、
役
員
と
も
別
個
の
法
人
格
を
な
し
て
お
り
、
原
則
と
し
て
倒
産
時
に

お
け
る
責
任
財
産
も
法
人
の
財
産
の
み
が
念
頭
に
お
か
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
法
人
の
債
権
者
は
法
人
財
産
か
ら
し
か
債
権
回
収
で

き
な
い
。
そ
れ
が
た
め
、
法
律
は
、
医
療
法
人
に
対
し
て
資
産
要
件
を
課
す
ほ
か
主
務
官
庁
の
指
導
監
督
体
制
を
整
え
て
い
る
。
し
か
し
、

四
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
言
い
難
い
。
ま
た
、
医
療
法
人
は
配
当
が
禁
止
さ
れ
(
医
療
法
五
四
条
)
内

部
留
保
が
一
見
増
え
て
い
く
仕
組
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
ほ
か
に
株
式
会
社
と
同
じ
厳
格
な
資
本
維
持
の
原
則
は
存
在
し
て
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説

や
は
り
何
ら
か
の
形
で
債
権
者
の
保
護
に
資
す
る
法
・
的
対
応
は
必
要
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
医
療
法
人
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
の
は
、
役
員
と
し
て
法
定
さ
れ
る
理
事
及
び
監
事
、
と
り
わ
け
理
事
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
医
療
法
人
の
倒
産
時
に
債
権
者
の
追
及
の
矛
先
が
彼
ら
に
向
け
ら
れ
る
の
も
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
倒
産
が
理

事
の
放
漫
経
営
や
怠
慢
に
起
因
す
る
場
合
、
顕
著
と
な
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
在
の
医
療
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
と
い
う
マ
ク

ロ
的
要
因
が
病
院
倒
産
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
て
も
、
個
々
の
倒
産
の
直
接
的
要
因
は
多
く
理
事
等
の
経
営
能
力
の

欠
知
な
ど
ミ
ク
ロ
的
要
因
に
帰
せ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
も
、
法
人
格
の
異
別
性
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
趣
旨
規
定
の
不
存
在
と
い
う

こ
と
で
、
理
事
は
法
人
の
債
権
者
ら
に
直
接
に
責
任
を
負
う
可
能
性
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
無
責
任
な
医
療
経
営
を
助
調

し
債
権
者
ら
の
利
益
を
害
す
る
結
果
に
な
ろ
う
。
不
法
行
為
責
任
を
肯
定
し
た
こ
の
裁
判
例
は
む
し
ろ
例
外
で
、
こ
の
種
の
事
案
の
不
法
行

為
に
よ
る
処
理
が
難
し
く
、
ま
た
好
ま
れ
な
い
現
状
で
は
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
の
類
推
文
は
導
入
は
切
実
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
医
療
法
人
の
理
事
が
、
法
人
倒
産
時
の
保
証
人
的
立
場
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
現
時
点

の
医
療
法
人
を
見
る
限
り
、
医
師
た
る
院
長
H
理
事
長
と
、
そ
れ
以
外
の
理
事
の
存
在
態
様
が
違
い
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
追
及
の
相

手
が
理
事
長
で
あ
る
と
す
る
と
、
義
務
と
責
任
が
集
中
す
る
彼
の
立
場
で
は
、
(
恐
ら
く
は
こ
う
し
た
責
任
も
覚
悟
と
は
い
え
)
免
責
の
余
地

は
狭
ま
り
結
果
責
任
に
近
づ
く
。
他
方
、
他
の
理
事
は
、
当
該
医
療
法
人
内
で
現
に
常
務
を
処
理
し
又
は
そ
の
ル

l
ト
が
確
保
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
医
療
法
の
規
定
だ
け
で
は
義
務
内
容
す
ら
暖
昧
で
、
責
任
追
及
に
際
し
て
は
形
式
的
な
判
断
し
か
し
ょ
う
が
な
く

な
る
。
た
と
え
ば
、
今
日
の
医
療
事
業
に
お
け
る
経
営
的
要
素
の
重
要
さ
に
鑑
み
、
経
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
事
務
長
の
役
割
を
再
認
識
し
、

こ
れ
を
理
事
に
加
え
る
な
ど
の
改
正
を
す
れ
ば
、
同
時
に
、
事
務
長
の
地
位
向
上
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
体
制
の
確
立
、
医
療
法
人
の
理
事
像

い
な
い
。
と
な
る
と
、

論

の
具
体
化
に
も
つ
な
が
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
日
、
医
療
法
人
と
一
般
の
株
式
会
社
に
ほ
と
ん
ど
待
庭
は
な
く
、
当
面
、
商
法
二
六
六
条
ノ
三
と
同
趣
旨
の
規
定
は
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医
療
法
人
に
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
視
野
か
ら
の
考
察
で
あ
る
が
、
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
。

本
稿
は
、
昭
和
六
一
・
六
二
・
六
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
基
づ
く
研
究
会
(
代
表
・
新
堂
幸
司
教
授
)

研
究
の
一
部
で
あ
る
。

医療法人の倒産と理事の責任

の
研
究
分
担
者
と
し
て
の
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